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いつでも，どこでも，だれでも語りを！  末 吉 正 子  
 
私はその町で表題の言葉をはじめて耳にしました。米国，テネシー州，ジョーンズボ

ロ。ここで行われるナショナルストーリーテリングフェスティバルで見た忘れられない

光景があります。…雨がふっていました。町内数ヶ所の大会場テントで，メインの語り

手たちが聴衆をどよめかせているその同じ時に，街角で傘をさしてお話を語っている語

り手がいたのです。聴き手はたった一人。その人もやはり傘をさして，真摯に頷きなが

ら聴いていました。私は胸が熱くなるのをおぼえました。その日は町のあちこちで自然

発生的にちいさな語り場ができていたのを昨日のことのように思い出します。 
語り人種は世界共通。今秋の全日本語りの祭りでは，修善寺の街で，「あちこち語り場」

が繰り広げられます。参加者が創る語りの祭りです。たくさんの語り手魂が共鳴して，

すばらしい一日となりますように。どうか，良い天気となりますように。 
 

さ ま ざ ま な 語 り          井 上 幸 弘 
 

 全日本語りの祭りは 7 回目を迎えます。私はこれまで 5 回参加しております。そこで

語られる話は実にさまざまです。外国の話，日本の話，創作，自分史など。もちろん方

言で語られる話もあります。語り手もさまざまならば，語り方，パフォーマンスもそれ

ぞれ個性があります。ふだん自分たちが活動している場での語りと，全く違う語りと出

会うこともあるかと思います。でも，それらを否定するのでなく，自分がやらなくとも

こんなやりかたもあるのだと，まず受けとめていただきたいのです。そして，さまざま

な語りの中で自分たちの活動がどんなところに位置付けられるのかを，是非自分の目で，

耳で確認していただきたいと思います。大人たちが，いろいろな形で子どもらに語るこ

とがとても大事なことだと私は思っています。豊かな日本の語りの文化と出会うため，

是非修善寺にお出かけください。 
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項目 2002年度決算 2003年度決算 2004年度予算案 2005年度予算案

前年度繰越金 122,711 942,677 676,123 709,123

会費収入 775,000 286,000 293,000 325,000

事業収入(語りの祭り運営協力金） 400,000 0 500,000 0

主催事業（お話会チケット売上
等）

7,000 152,270 50,000 50,000

書籍売上還付金 45,230 3,820 40,000 3,500

 語りの祭りカンパ、寄付、利息 73,955 4,125 50,000 3,500

計 1,423,896 1,388,892 1,609,123 1,091,123

項目 2002年度決算 2003年度決算 2004年度予算案 2005年度予算案

語りの祭り準備費 0 103,120 150,000 150,000
ネットワークニュース事業（発送
費）

126,205 188,500 200,000 200,000

主催事業費（お話会等） 30000 28,800 80,000 80,000

会議費（会場費等） 10,747 23,016 50,000 50,000

事務局費（電話代） 122,993 102,016 130,000 130,000

事務用品（印刷、コピー、イン
ク、ラベル代等）

40,264 33,172 40,000 40,000

通信連絡費（ニュース発送費以
外）

0 20,000 30,000 30,000

活動費（運営委員交通費等） 151,010 124,040 200,000 200,000

ホームページ作成・維持費 0 90,105 20,000 20,000

小計 481,219 712,769 900,000 900,000

次期繰越金 942,677 676,123 709,123 191,123

計 1,423,896 1,388,892 1,609,123 1,091,123

会　　　計：大塚佳苗

会計監査：三田村慶春

全日本語りネットワーク2003年度会計報告　および　2004年度，2005年度予算案

  全日本語りネットワーク第２回総会・報告

  4月24日，武蔵野スイングホールで全日本語りネットワーク総会が開かれました。全日本語りの祭り実
行委員会から全日本語りネットワークと名称を変え，2回目の総会です。2年に一度のこの総会に，30
名の会員に参加をしていただきました。愛媛県・松山おはなしの会の光藤由美子さんや「第7回全日
本語りの語り修善寺」実行委員長の上原佐惠子さんなど，遠方から参加された会員も何人もいらっしゃ
いました。議長は語りの祭りの実行委員でもある修善寺図書館の小川明美さん。
　議事は平成14年から15年にかけての事業報告・決算報告が承認され，平成16年から17年にかけて
の事業案・予算案に移りました。事業案のところで運営委員会から，「全日本語りの祭り」がない年に全
国各地での小祭り，セミナー開催，語り手訪問などを行ってはどうか等々の案が出されました。これに
対し参加者からもいろいろな要望や意見が出されました。一番の核心は，全日本語りネットワークの会
員がネットワークに対して，ネットワークならではのどんなことを期待できるのか，もっと明確にして欲し
いというものでした。また，具体的にはセミナー開催（紙芝居の希望がいくつかありました），いろいろな
分野の人の紹介，国際交流，出版事業などがあがりました。委員長である私から，じっとしていれば二
千円の年会費を払ってニュースをうけとるだけになってしまう，やりたいこと，やってほしいことをどんど
ん寄せて欲しいし具体化してほしいと答えました。参加できなかった方も，どうぞネットワークの事業に
対して率直な声をお寄せください。
　さて総会の最後に，嬉しいことに5名の方が運営委員に立候補してくださって，運営委員が15名とな
りました。各自のご紹介をどうぞご覧ください。
　総会後の「アースデイお話会」には４２名が参加されました。紙芝居やアメリカからの語り手の飛び入
りもあり，いかにも全日本語りネットワークの総会らしい〆となりました。    （佐藤凉子）

2



  
 

３ 

 
 
 
 
第 7 回全 
日本語りの祭りプレイベント 
「語りのつどい IN ギャラリー  

しゅぜんじ回廊」報告  
  語りの祭り 修善寺実行委員長 上原佐恵子 
 
 “どのおはなしも息をのんで聞き入りました。「語り」はすばらしい！十月のお祭
り，とても楽しみです。川の音，風の音，鳥の声のバックと伴に快い時間をありが
とうございました。”（会場アンケートより） 
 4 月 29 日緑の日，定員 100 名のところ 250 名という嬉しい結果で終えることがで
きました。会場は舞台と四方の囲みを除くと屋根がありません。6 名の語り手による
創作話，静岡の昔話，ギリシャ神話等は，ゆったりと会場に広がり，吹き抜けを通
って春空に溶けてゆきました。 
 さて秋の祭りまで 4 ヶ月を切りました。私達実行委員会一同，一生懸命準備して
おります。10 月 2 日，3 日，是非修善寺へお越しください。 

アースディ「おはなしに森」
２００４ 
２００４年４月，「アースディ東京２０

０４」のイベントのひとつとして，アース
ディ「おはなしに森」２００４が，新緑の
美しい代々木公園でおこなわれました。４
月１７日（土）は全日本語りネットワーク
と図書館の学校が担当し，１２時から３時
まで，３０分ずつ５回，プログラム別のお
話会をしました。あたたかい太陽の下でさ
わやかな風を感じながら，土（シート）の
上で計２００人以上の親子に楽しんでも
らいました。聞き手は多いときは４０人を
超え，まんまるな目やはにかんだ様子の子
ども達が印象的でした。内容は語り，手遊
び，人形を使ってのお話等でした。 

4 月 24 日アースデイに参加 
 おはなし会は，季節の手遊び，自身の

創作紙芝居，芝居風の小道具入りの話，

数人の飛び入りの話，方言の語り，外国

の小人話，アメリカ人による英語の話，

おめでたい滑稽な話など，うまく様々な

種類の話が組まれ，バラエティに富んだ

内容と語り口で，初めて参加した私もす

っかり入り込み，知っている話でも大笑

いをしてしまいました。また、英語で語

られたハーンの話には，「キャットキャ

ットキャット」とみんなが口ずさむぐら

い和やかな雰囲気で，私も，短い話を語

らせてもらい，楽しみとともに，ちょっ

とした緊張とみなさんとの共有の喜び

を味わわせてもらったおはなし会でし

た。 
（愛媛県松山おはなしの会 

  光藤由美子） 
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